




On the Effects of the special-Typed Intake
Pipe System in a Crankcase-Compressed
Two-Stroke Cycle Engine (4th Report)










On the Effects of the Special-Typed Intake Pipe System in a 
Crankcase-Compressed Two-Stroke Cycle Engine 
(4th Report) 
Norihiro Sawa and Akihisa Nakamura 
Abstract 
It is a well-known fact that the scavenging of a crankcase-compressed two-stroke cycle engine is 
promoted with a conical exhaust pipe system by utilzing the blow-down ef巴cts，but the e妊ectsof 
a conical intake pipe system is uncertain at present. Therefore， to obtain a design method of the 
intake system with conical pipe， we performed a theoretical analysis and a series of experiments on 
the e妊ectsof various factors in th巴 intakesystem with coniclal pipe for the optimum condition of 
the inertia or pulsation e妊ect.
Consequently， itis ascertained that the maximum delivery ration occurs by the inertia四effectas 
in the case with the plain pipe， and such inertia-e妊ectis governed by the following expression. 
ゐ二三~J云示孟伝可" .lみ/j;も
Besides， the pressure wave remaining in a long intake pipe contribute to the intake action in 















統的に究明する目的で，円錐角， 20， 40， 60 お














④電気動力計 ⑧潤 滑 油
系に各種の円錐管 (lc，引を取り付け，給気直管の長さ (li=ls十10cm)を広範囲に変えて実験



















クランク室圧縮2サイクノレ機関における特殊形給気管系の影響について (第4$長) 849 
している。 しかし， 短かい円管を取り付けた場合 (Lι=10一仇-15)の給気比は取り付けな
い場合 (Li=10cm) よりも全回転範囲にわたってかなり高い値を示している。 また 9 円錐角
が，=0(直管)の場合と比較すると‘高速回転における給気比は高く， しかも円錐管が長い場合
(l，=60 cm)でも， I脈動効果による給気比曲線の起伏が認められず実用上好ましいことがわか














図 4 給気]七曲線(円錐角 0，)
次に， 脈動効果による給気比曲線の起伏は図-4の実験結果にも認められるがラ 脈動効果
に対する円錐角(伐)の影響を明確にするため， 給気直管長さを比較的に長くし (li=55cmお
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図-8 給気比曲線(円錐管長ん)
























クランク~圧縮 2 サイクノレ機関における特殊形給気管系の影響について (第4報) 853 







図-14 給気比曲線(給気直管長さ li) 図 15
(4) 円錐管長比 (li/lc) 











図 16 (a) 給気比曲線(ん十10=55cm) 図 16(b) 
図 17(a) 図-17(b) 給気比曲線(ん十ん=70cm)
(348) 
クランク室圧縮2サイクノレ機関における特殊形給気管系の影響について (第4報) 855 























ρJ;37 dL=(Po-dR-lj (2) 
で与えられる。 しかるに，連続条件兵(dx，/dt)=β(dxjdt)を用いて整理すると
(1)式および (2)式から
叫ん十而万f}52=(九 -LlP-Pk附 (3 ) 
が与えられる。 ここにヲ ρ1n. 給気の平均密度，f;・断面積， l:管長， x:給気管内気柱の移動




LJP=ケ(dXi/dt Y.L. ).j仰) (4 ) 
で与えられる。 さらvこ， エネルギーの平衡式からクランク室内圧力 Pk(が)は
V，" ， ~ T" ~， V，ヲPk (fI)= Pk.i
一一
+k.P. ψ ・K-.-"-'.Vぇ叫 o To -~'" Vkm 
(5 ) 
となる。 乙A:円錐管系各部の抵抗係数の和， Pki， Vki:給気孔開時のグランク室内
圧および容積， k:比熱比ラ To:大気温度， K:理論給気比(=Jix.;jV，)である。
さらにラ変数をクランク角 (tJ)に変換し dIJ/dt=w(一定)とすれば (3)式は
d2K . ~ dK. K r.，s/k /. P" ，¥ 




4Ji {l包十日万戸訂・7相-.L. A (7 ) μ= 
Zも =~'VVhも刊王広吋fも =EL ロ (8 ) 
また q 円錐管の幾何学的関係を用いると慣性特性 (Zi)は次の如く書き換えられる。





クランク室圧縮2サイクノレ機関における特殊形給気管系の影響について (第4報) 857 
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(Li) = li+ {iJf; '/c 回
図 21 最大給気上じの生成条件
l/(Zi)沿=μ2+(180/同)2 (mニ 1の場合) (10) 
で与えられる。ここに，(Zi)"I{:最大給気比を与えるときの Zi，Ht:有効給気孔開口角である。
なお， 上式から慣性効果に影響する因子として Zi，μ，叫が挙げられる。 しかし同一機関にお
いては Lから Vkm，W， ai， j~ のほかに給気直管(ん，五)および円錐管寸度 (lc ， Hc)の影響する
ことがわかる。すなわち，相当管長 (Li)=ι+lh7了7・lc=lt+dilc/(d乞+2lo・tan仇)は図 20に
























口端インピーダンス (14)，14=0とおくと近似的に(但L1') = lcl， l)= lcと近似)
βJL-JFAL 
L 二 I二一・一一一 二一
J β 1 + (t .lcl/Ltp).川f山ら) (13) 
で与えられる九 (1) 式~(3) 式および ιニι の関係を用いるとー端閉・他端開のオルガンパイ
プに置換えた場合の等価管長 (Li;p)の算出式として




した等価管長 (Lip) についてプロットしたのが図 23である。
同図には脈動効果の同調条件式6)
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1/(2品f=μ2+ (180/がれ2 (10) 
で与えられる。この場合の慣性特性数 (Zi)は次式て、与えられる。
Zi = (ω/向).JVkm • {li+Jf;lか五♂
(5) 脈動効果による給気比曲線の起伏を与える機関回転数 (Np) は円錐管長(lc)および給
気直管長さ(ん)に逆比例し 円錐角川，)に比例して移行する。かかる脈動効果を規定する特
性数として脈動特i生数 (Qi)
Qi二 (1十町/360)qi = (1 +付/360)(15adNpLi~) (15) 
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